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明治初期の外交

◎○樺太千島交換条約 樺太はロシア領、千島列島は日本領とした条約

1875年

蝦夷地に○開拓使を置き、◎北海道と改名◎屯田兵　農業兼業の兵士

○小笠原諸島は日本の領有が確定

◎琉球処分 琉球王国を琉球藩としたが、◎琉球藩を廃止して○沖縄県を置いた

1879年

自由民権運動の高まり

◎自由民権運動 国民が政治に参加する権利の確立を目指した運動

政府の中心となった薩摩藩出身の大久保利通らが行う藩閥政府に反対しておこる

◎○民撰議院設立の建白書 板垣退助らが、議会の開設を主張　⇒　高知で立志社を結成

◎○西南戦争 西郷隆盛を中心に士族が鹿児島で起こした反乱⇒　政府への批判は言論中心に

◎国会期成同盟 大阪に代表者が集まり国会開設を要求

開拓使の施設を安く売る事件が起こる　⇒　民権派が攻撃

伊藤博文が天皇の名で○国会開設の勅諭　⇒　１０年後に国会を開くと約束

◎○自由党 板垣退助が結成

◎○立憲改進党 ◎大隈重信が結成 国会の早期開設を主張し、政府から追い出された

秩父事件 埼玉県で農民らが役所を襲う

立憲政治の始まり

立憲政治（◎立憲国家） 憲法をもとに政治を行う（国家） ⇒　ドイツやオーストリアの憲法を学ぶ

◎○内閣制度 1885年成立した新しい政治制度

◎伊藤博文が初代内閣総理大臣

◎○大日本帝国憲法 天皇が国民に与えるという形で発布

1889年 天皇が国の元首（主権を持つ）

内閣は天皇を補佐する機関

◎○帝国議会（衆議院と◎貴族院）が1890年に開かれる

衆議院議員選挙 選挙権は「直接国税◎１５円以上を納めた満２５歳以上の男子」

◎○教育勅語 忠君愛国を柱とする国民道徳の基本

立憲制国家の成立
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